協働事業自己チェックシート

■記入者氏名：小川哲男　　　　所属：（財）三重県農林水産支援センター
■記入年月日：平成16年４月12日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

· 事業名：　　県民提案型遊休農地活用市民農園整備推進事業
　　　　　　　（緊急地域雇用創出特別基金事業に係る県委託事業）

· 事業内容：
　　担い手不足や農産物価格の低迷により増加している遊休農地の解消のため、生活者の視点による市民農園等整備の調査及び提案をＮＰＯ等に募集するとともに、調査支援を行う市民農園開設相談窓口を設置する。
· 行政担当課（チーム）：農林水産商工部担い手・経営体育成支援チーム　　　　　　　　　　　　　　

· ＮＰＯ名：①特定非営利活動法人　地域づくり考房みなと

　　　　 　 ②市民情報ネットワーク　すずかのぶどう　

　　　　　　③まちづくりＮＰＯウィリアムテルアップル

　　　　　　④特定非営利活動法人　赤目の里山を育てる会

· ＮＰＯの構成員（実行委員会・協議会型の場合）

· 協働がいつ開始されたか。

１．協働が開始された段階は、次のうちどれですか。（イ）

1． 予算案作成前の段階から　イ．予算決定後、企画の段階から　ウ．実施段階から

ウ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．協働の呼びかけは、どちらからですか。（ア）

　ア．行政　イ．ＮＰＯ　ウ．その他

※以下の項目については、実行されたと思うものには○を、されていないと思うものには×を、わからないものには－を入れてください。

■計画段階

1． □事業の目的は明確ですか。○
　目的：担い手不足や農産物価格の低迷により増加している遊休農地の解消のため、生活者の視点による市民農園等整備の調査及び提案をＮＰＯ等に募集するとともに、調査支援を行う市民農園開設相談窓口を設置する。
2． □成果目標は（事業を行うことによって「何がどういう状態になることを狙っている

　　のか」）明確ですか。○
　成果目標：（財）三重県農林水産支援センターが、市民農園の開設等遊休農地の解消についての県民ニーズを的確に把握するとともに、市民農園開設のための支援事業等導入を検討するための基礎データが集積される。
３．□事業化するにあたって、市民・ＮＰＯの意見は反映されていますか。○
　　　（財）三重県農林水産支援センターが事務局も持っている地産地消ネットワークみえ会員から、遊休農地の活用についての意見を聴取。

４．□なぜ協働で行うのか、理由は明確ですか。○
　　　　（財）三重県農林水産支援センターの役割として、生産者と消費者とのマッチングを掲げており、目標を共有できるＮＰＯとの新たな協働を進めるモデルケースと位置づけた。

５．□事業の実施にふさわしい協働の方法（委託、補助金、実行委員会、共催など）が検

　　討されていますか。　
それぞれのＮＰＯの考え方、活動手法が尊重されるよう企画提案募集方式とするとともに、その調査方法等についてもＮＰＯ側に任せた。
6． 協働するＮＰＯを選ぶプロセスは明確かつ透明であったと思いますか。

· 発案当初から決まっている場合

　□理由は明確ですか。　　

　・決まっていない場合　　
· ＮＰＯの候補を選ぶ基準は明確でしたか。
· 候補の中からＮＰＯを決定する審査基準は明確でしたか。

· □協働するＮＰＯを選ぶプロセスは透明でしたか。

　　参考　協働するＮＰＯを選ぶプロセス

「三重県内を対象とした情報拠点（ボランティアＮＰＯ情報入手先リスト）」による県内各地域の情報拠点とされている団体のうち適合した団体（17団体）に対して企画提案募集した。
企画提案募集及び審査について、市民農園相談窓口の開設及びマニュアル作成を受託した（財）三重県農林水産支援センターが県と協議して実施した。

　県は、提案のあった４団体からの企画について、事業目的に沿ったものとする報告を支援センターから受け、事業計画、見積りによる委託額の決定など契約手続きを行った。

７．□わかりやすい、共通の言葉で議論しあえる自由な雰囲気を作りましたか。×　　　
８．□相互を理解し、対等な関係を築いていくことを共有しましたか。　　　　×
９．□事業の目的、成果目標を共有しましたか。　　　－　一部情報提供した
10. □事業計画、収支計画をともに作りましたか。　　×
11. □協働する期間をともに考えましたか。　　　　　×
12. □事業における役割分担をしましたか。　　　　　×
・計画段階おいて、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

■実施段階　　　　　　

１．□役割分担をともに共有し、果たしましたか。○一部で調査内容について打合せした
２．□進捗状況や事業に関する情報を共有しましたか。 ×
３．□事業に関する課題の発生には、お互い連絡しあい、素早く対応しましたか。

４．□企画の修正は、お互いに十分議論し、柔軟に行動しましたか。×
５．□事業内容の報告をつくり、公開しましたか。○
　　　　市民農園開設の手引を作成、アンケート調査結果をとりまとめ。

・実施段階において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

· 成果の把握

１．□事業の成果目標は達成できたか、お互いに話し合いましたか。×　

２．□成果目標は達成できましたか。

　成果：

　　　　（財）三重県農林水産支援センターが実施すべき支援としてワーキングにおいて、市民農園開設支援事業が遊休農地対策として検討され、今後、話し合いを進めていきたい。
・成果の把握において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

■課題の抽出

１．□今後の課題をお互いに話し合いましたか。×
　　

・課題の抽出において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

· 改善案の作成

１．□改善案をお互い話し合い、作成しましたか。×
２．□今後の官民の役割分担を明確にしましたか。×　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　改善案内容のポイント：

・改善案の作成において、記すべきコメントがある場合は、以下に書いてください。

コーディネーターとの意見交換

■事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　

■コーディネーター氏名・所属：

■記入年月日：

１．協働のプロセス

２．成果の把握 

３．課題・改善

　

ＮＰＯと行政の協働事業自己チェックシート

作成２００２年３月

評価システム研究会

三重県生活部生活課ＮＰＯ担当

　　　　　　　　　　

－問い合わせ先－

評価システム研究会事務局

                            〒１８５－００１２

                            東京都国分寺市本町３－１０－２２

                            オリエントプラザ４０６

                            特定非営利活動法人ＮＰＯ研修・情報センター内

                            TEL　０４２－３５９－８６０５

                            FAX　０４２－３５９－８６０６

                            E-mail　ticn@mui.biglobe.ne.jp
                            〒５１４－０００９

                            津市羽所町７００　アスト津３階

                            みえ市民活動ボランティアセンター内

                            三重県生活部ＮＰＯ担当

                            TEL　０５９－２２２－５９８１

                            FAX　０５９－２２２－５９７１

                            E-mail　open@mienpo.net
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